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評論 2011年の北海道  
＜第3図＞ 釧路信用組合の業種別貸出金の推移（各年3月未）  
（出所）第1図に同じ。  
横島 公司  
3．11〔14‥46〕－「あの瞬間」，あなたは何をしていましたか？   
今日もまたいつもの日常が訪れる。多くの人間がそうであるように，自分もまた，いつ  
もの日常が当たり前のように繰り返されるのだと，そう信じていた。   
「いつか来るとは思っていたが，まさか今日来るとは思わなかった」。その「まさか」  




（そのため，後に首都圏の友人達からは「運が良い」と言われることになる）。   
「あの瞬間」は，首都圏の友人と打ち合わせの電話中だった。「なんだか揺れてる」と  
いう電話の声。深く考えることもなく，友人には「気をつけて」とだけ告げ，電話を切っ  
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た。   




れはそれで問題だったようにも思うのだが）。   
つまるところ「あの瞬間」を札幌で迎えた筆者にとって，東日本大震災の第一印象はそ  
ういう程度のものだったのである。  




















られた避難所で朝を迎えた人も多かったのである。   
日付は変わっても，気は高ぶる一方で全く眠気がやって来ない。それなりに馴染みのあ  
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る海岸線が，街並みが，家が，車が，次々と黒い波涛によって破壊されていく光景を目  
の当たりにさせられたら，誰でもこうなるのではないか。テレビが繰り返し映しだす映像  






する事実である。だが当時は，そういう「真相」など知る由もなかった）。   
次第にテレビメディアも福島第一原発の問題に多くの時間を割くようになっていた。事  
故の状況，または原発の構造について語る専門家たちは，「飛行機に乗ると○ミリシーベ  




ミリシーベルト」といった「尊称」を奉られるようになる）。   
とにかく「破局だけは避けて欲しい」と願いながら，福島市に住む友人の身が案じられ  
た。しかし「福島第一原発から（福島市は）数十キロ離れているから，恐らく大丈夫」と  
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3．14〔早朝〕一計画停電の発令－   















う理由も挙げられていたが，では23区外では経済活動が行なわれていないとでも？）。   
いずれにせよ，なぜ23区内だけが計画停電の適用外とされたのか，その真相はいつか  
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毎朝，ネットに告知される「でんき予報」の確認が新たな日課となる。   
この頃，街はたいそう暗かった。雰囲気が，ということもあるが，昼間の照明はもちろ  
ん，夜街ネオンや街灯も消えていたため，文字通り街が暗くなっていたのである（自動販  







3．14〔午後〕一店頭から商品が消えた一   




る心理はいったい何なのだろう。   
とくに品薄感が顕著だったのは，水とトイレットペーパー，そして電池であった。各店  
「お一人様○個まで」とされていたが，あっというまに売り切れ続出だったという。さ  
らに首都圏全域の電力不足が懸念される中，懐中電灯が飛ぶように売れ それと並行して  
電池もたちまち店頭から消える。関西まで電池を買いに行ったという声がテレビで紹介さ  
れ さらにアマゾン（amazon）では，単一電池一本「16000円！」という値が付けられ  
ていた。誰か実際に購入した人はいたのだろうか。  
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たり210ベクレルの放射性物質が検出され 都が「幼児への水道水の摂取を控えるよう」  












「東北人」として   
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